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先進事例でよくわかる　議会事務局はここまでできる！
高沖　秀宣（編著）
議会事務局研究会（著）

学陽書房

逐条地方公務員法　新版　第４次改訂版 橋本　勇 学陽書房

これだけは知っておきたい公務員の議会対応 藤川　潤 学陽書房

自治体の行政不服審査制度のしくみ 金岡　昭 学陽書房

自治体職員　はじめての出納事務 大崎　映二 学陽書房

★ 地域再生の失敗学
飯田　康之、木下　斉
　　　　　　　　　　　　　ほか

光文社

★ スポーツ都市戦略　２０２０年後を見すえたまちづくり 原田　宗彦 学芸出版社

★ だれが地域を救えるのか　作られた「地方消滅」 島田　恵司 公人の友社

地方財政白書　平成２８年版 総務省（編） 日経印刷
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御協力：和歌山電鐵

うめ星電車 

 デザインは、ＪＲ九州の豪華寝台特急「ななつ星」を手がけた水戸岡鋭治さん。
これまでの「いちご電車」「おもちゃ電車」「たま電車」もデザインされた方です。
「ななつ星」の人気にあやかり、和歌山県の特産物であり、地域ブランドである南
高梅の世界ブランド化を後押ししようと、梅干しならぬ「うめ星」というデザイン
を、和歌山電鐵社長の小嶋光信さんが構想しました。 
 外観は南高梅をイメージした赤色に、星の輝きをイメージした金色の文字。おも
ちゃ電車の鮮やかな赤色とは違い、深い赤色で落ち着いた印象です。内装は、座
席・天井が梅模様で、窓には障子や木製のすだれをあしらい、和紙や木張り、畳を
使うなど斬新な和のテイストを取り入れたデザインになっていました。外国人観光
客の方たちが、日本らしいデザインということで写真を撮っていました。 

 和歌山電鐵貴志川線を利用する機会があり、『うめ星電車』に乗ってき
ました！！普通の電車とは異なったデザインで、可愛くて、楽しいですね。 
 うめ星電車は、貴志川線開業１００周年と、和歌山電鐵として運行開始
１０周年を記念して作られたリニューアル車両です。地域の方を中心に全
国の皆さんが「サポーター」となり、うめ星電車ができました。 
 

 和歌山では初詣に三社へ参詣する「三社参り」という風習が残っています。三社とは、「記紀
（古事記・日本書紀の総称）」にも深い関係がある「日前神宮・國懸神宮」「竈山神社」「伊太祁
曽神社」です。三社参りする際、貴志川線の利用が便利なので、ぜひ機会があれば乗ってみてくだ
さい。 


